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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年２月期第１四半期の業績（平成23年３月１日～平成23年５月31日） 
（１）経営成績（累計）                                                      （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第１四半期 9,550 △7.4 587 399.5 619 291.6 △1,195 －

23年２月期第１四半期 10,314 △10.7 117 △53.4 158 △47.6 72 △58.4

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益 

 円  銭 円  銭

24年２月期第１四半期 △107.65 － 

23年２月期第１四半期 6.53 － 

 
（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

24年２月期第１四半期 19,473 7,296 37.4 656.38

23年２月期 17,814 8,600 48.2 773.80

（参考）自己資本    24年２月期第１四半期 7,288百万円       23年２月期 8,592百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 
23年２月期 － 0.00 － 12.00 12.00 

24年２月期 －  

24年２月期(予想)  － － － － 

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成24年２月期の業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

第２四半期

(累計) 
18,500 △12.9 920 188.3 980 153.3 △980 － △88.26

通  期 － － － － － － － － － 

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：有 

 



  

４．その他  （詳細は、３ページ ２．その他の情報をご覧ください。） 
 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理

の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年２月期１Ｑ 11,105,200株 23年２月期 11,105,200株

② 期末自己株式数 24年２月期１Ｑ 1,291株 23年２月期 1,199株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年２月期１Ｑ 11,103,946株 23年２月期１Ｑ 11,104,304株

 
（注意事項） 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、平成 23 年７月８日付にて金

融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条

件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ１．当四半期の業績

等に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期会計期間のわが国の経済状況は、企業収益の改善等により景気は持ち直しの動きも見られました

が、東日本大震災による甚大な被害の発生や今後における被災地復興の遅れ、電力不足の懸念など極めて不透明

な状況となっております。当社の営業基盤である北東北地域においては、当該震災の被災や人口の減少に加え、

店舗間競争の激化など、厳しい環境が続きました。 

今回の震災では当社も一部店舗が流失あるいは損壊するなど被害を受けましたが、ライフラインの寸断や物流

機能が停滞する中、地域のお客様の社会生活を支えるという社会的使命を果たすため震災当日より店頭における

販売を実施し、その後の生活必需品の安定供給に向けた商流や物流の復旧あるいは店舗の被害復旧など、一日も

早い業務の正常化へ向け全社一丸となって取り組んでまいりました。またそれらの活動と並行して、被災された

方々のために被災地域での移動販売の開始、自治体を通じた支援物資の提供や炊き出しの実施等の支援活動を積

極的に実施してまいりました。なお、当該震災により、店舗の建物、その他固定資産、商品等の被害と被災店舗

の復旧にかかる費用14億41百万円を災害損失として特別損失に計上しております。 

被災店舗の復旧状況につきましては、店舗の建物が損壊する被害を受けた「アピア店」（岩手県北上市）は

地域のお客様の強い要望を受け、本年10月に建替え、オープンする予定です。同じく建物が損壊した「みたけ

店」（岩手県盛岡市）につきましては、関係者と協議をすすめております。また、店舗が津波により流失した大

槌店（岩手県上閉伊郡）及び山田店（岩手県下閉伊郡）につきましては、本格的な復旧は、地域の復興計画が示

された後となりますが、それまでの間、移動販売による営業展開を行っている他、宅配による販売についても準

備を進めております。 

この様な状況の中、当第１四半期は、この２年間取り組んでまいりました食品スーパーマーケット事業へ経営

資源の集中をさらに進め、「食の提案型スーパーマーケット」モデルの確立に向け、営業面の充実を図ってまい

りました。 

新規出店につきましては、平成23年５月に予定しておりました「盛岡緑が丘店」（岩手県盛岡市）を今回の震

災の影響でその開店を延期したものの、同年７月７日に開店いたしました。同店は「食の提案型スーパーマーケ

ット」店舗として、「できたて、つくりたて、プレクック（半加工）」を基本とした「鮮度と味の追求」にこだ

わったＭＤ（マーチャンダイジング）をさらに数多く導入いたしました。特に、多様化するお客様のライフスタ

イルに対応するため惣菜とベーカリーコーナーを充実し、特にもサラダ・中華・グリルメニューや店内手作り商

品の構成を高めました。また、新営業モデルの１号店である三関店（岩手県一関市）と同様に高効率・省エネタ

イプの照明や設備を積極的に導入し環境に配慮したほか、今後の高齢化社会に備え、コンパクトでありながらも

見通しがよく圧迫感のない快適なお買い物空間の提供に取り組みました。 

既存店の活性化といたしまして、平成23年５月に、二戸店（岩手県二戸市）及び一戸店（岩手県二戸郡一戸

町）を、これまで以上に地域の皆様のライフスタイルにあった「食の提案」を行うために改装を行いました。二

戸店はベーカリー部門に調理場を増設しサンドイッチやタルト等を、惣菜部門には和菓子・鉄板焼き等を新たに

品揃えしたほか、部門の壁を超えた手作りサラダコーナー「サラダアイランド」を導入するなど、いずれも既存

の店舗でご好評をいただいているＭＤ（マーチャンダイジング）を導入いたしました。一戸店は、二戸店同様に

惣菜部門の充実と「サラダアイランド」の導入のほか、お客様の買い回りを考慮した一部店内レイアウトの変更

を実施いたしました。  

販売面では、お客様の価格感度とライフスタイルにお答えするために実施しております「水曜99円大均一祭」

は、当社の名物企画として多くのお客様にご利用いただいております。そのほか週末の企画では、週間ごとの

様々な食の提案の取り組みに加え、商品カテゴリーごとに割引を実施する月初の「初の市」や、岩手県が推進す

る「いわて地産地消県民運動」の一環である「いわて食材の日」に合わせた月末の「地産地消・岩手味の市」等

が恒例企画として定着いたしました。また、日常生活に必要な商品を中心に毎月選定し、値下げを実施する「家

計応援価格」も継続して実施しております。 

これらの結果、当第１四半期会計期間の営業収益（売上高と営業収入の合計）は、既存店舗の売上高が前年同

期を上回った一方、震災により営業を休止した店舗があったこと、食品スーパーマーケットへの経営資源の集中

の一環としてスーパーセンター仙南（秋田県仙北郡美郷町）を転貸したことにより、95億50百万円（前年同期比

7.4％減）となりました。 

利益面につきましては、食品スーパーマーケット事業へ経営資源の集中や震災の影響によりチラシ特売を一時

見合わせたことなどによる荒利益率の改善と販売費及び一般管理費の削減により営業利益は５億87百万円（前年

同期比399.5％増）、経常利益は６億19百万円（前年同期比291.6％増）と前年同期と比較し大幅な増加となりま

した。なお、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額３億72百万円、震災の影響による災害損失14億41百万円

などを特別損失に計上したことにより、四半期純損失は11億95百万円（前年同四半期は四半期純利益72百万円）

となりました。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末より16億59百万円増加して194億73百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加22億99百万円などがあったことによるものです。 

（負債） 

負債は、前事業年度末より29億63百万円増加して121億76百万円となりました。これは主に、短期借入金の

増加19億80百万円、災害損失引当金の計上２億63百万円などがあったことによるものです。 

（純資産） 

純資産は、前事業年度末より13億３百万円減少して72億96百万円となりました。これは主に、四半期純損失

の計上11億95百万円があった一方、剰余金の配当１億33百万円などがあったことによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ、22億99百万円増加して40億

65百万円となりました。各活動のキャッシュ・フローの状況と要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは８億26百万円の増加（前年同期は13億67百万円の減少）となりまし

た。これは、税引前四半期純損失13億53百万円、減価償却費１億66百万円、災害損失14億41百万円、資産除去

債務会計基準の適用に伴う影響額３億72百万円などによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは１億24百万円の減少（前年同期は３億30百万円の減少）となりまし

た。これは、有形固定資産の取得による支出１億33百万円などによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは15億98百万円の増加（前年同期は９億21百万円の増加）となりまし

た。これは、短期借入金の純増による収入19億80百万円などがあった一方、長期借入金の返済による支出２億

74百万円、配当金の支払い１億７百万円があったことによるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成24年２月期の業績予想につきましては、平成23年５月20日発表の平成24年２月期第２四半期（累計）業績

予想から修正しております。詳細につきましては本日（平成23 年７月12日）公表の「平成24年２月期第２四半

期（累計）業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

なお、平成24年２月期通期業績予想につきましては、東日本大震災の影響で、現在、見通しを算定することが

困難な状況にありますので開示が可能となった時点で開示いたします。 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定しておりま

す。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められる場合に、前事業年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法により、また、著しい変化が認められた場合は、前事業年度決算において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化を加味したものを利用する方法によっております。 

 （２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これにより、営業利益は５百万円、経常利益は６百万円それぞれ減少し、税引前四半期純損失は３億79百万

円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は６億７百万円でありま

す。 

（３）追加情報 

（災害損失引当金）  

東日本大震災に伴う復旧費用等の支出に備えるため、当第１四半期会計期間末における見込額を計上しており

ます。 

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成23年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,113 1,813

商品 956 1,086

貯蔵品 26 29

その他 1,022 706

流動資産合計 6,119 3,635

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,864 6,357

土地 4,999 5,012

その他（純額） 452 412

有形固定資産合計 11,316 11,781

無形固定資産 281 320

投資その他の資産 1,756 2,076

固定資産合計 13,353 14,178

資産合計 19,473 17,814

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,940 1,696

短期借入金 4,450 2,470

1年内返済予定の長期借入金 771 888

未払法人税等 12 24

賞与引当金 89 －

ポイント引当金 57 62

災害損失引当金 263 －

その他 1,251 1,142

流動負債合計 8,836 6,284

固定負債   

長期借入金 962 1,120

退職給付引当金 1,102 1,089

資産除去債務 610 －

その他 664 719

固定負債合計 3,339 2,928

負債合計 12,176 9,213
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（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成23年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成23年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,052 1,052

資本剰余金 968 968

利益剰余金 5,278 6,606

自己株式 △0 △0

株主資本合計 7,298 8,627

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △10 △35

評価・換算差額等合計 △10 △35

新株予約権 8 8

純資産合計 7,296 8,600

負債純資産合計 19,473 17,814
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 10,167 9,441

売上原価 7,555 6,747

売上総利益 2,611 2,693

営業収入 146 108

営業総利益 2,758 2,802

販売費及び一般管理費 2,641 2,214

営業利益 117 587

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 9 9

不動産賃貸料 45 49

その他 22 17

営業外収益合計 78 78

営業外費用   

支払利息 7 7

不動産賃貸原価 30 34

その他 0 3

営業外費用合計 37 46

経常利益 158 619

特別利益   

固定資産売却益 － 4

テナント退店違約金受入 1 －

災害見舞金 － 49

特別利益合計 1 54

特別損失   

固定資産除却損 11 0

投資有価証券評価損 － 62

減損損失 － 150

災害による損失 － 1,441

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 372

特別損失合計 11 2,027

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 148 △1,353

法人税、住民税及び事業税 70 10

法人税等調整額 5 △169

法人税等合計 76 △158

四半期純利益又は四半期純損失（△） 72 △1,195
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

148 △1,353

減価償却費 170 166

減損損失 － 150

災害損失 － 1,441

受取利息及び受取配当金 △10 △11

支払利息 7 7

投資有価証券評価損益（△は益） － 62

災害見舞金 － △49

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 372

たな卸資産の増減額（△は増加） 34 132

未収入金の増減額（△は増加） 124 53

仕入債務の増減額（△は減少） △1,434 244

未払金の増減額（△は減少） △198 △1

その他 △154 △187

小計 △1,312 1,028

利息及び配当金の受取額 10 10

利息の支払額 △6 △7

災害損失の支払額 － △237

災害見舞金の受取額 － 49

法人税等の支払額 △58 △18

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,367 826

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △322 △133

預り保証金の返還による支出 △22 △20

預り保証金の受入による収入 0 20

その他 15 8

投資活動によるキャッシュ・フロー △330 △124

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 100 1,980

長期借入れによる収入 1,200 －

長期借入金の返済による支出 △271 △274

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △107 △107

財務活動によるキャッシュ・フロー 921 1,598

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △776 2,299

現金及び現金同等物の期首残高 3,828 1,766

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,052 4,065
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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